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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 2,557 △21.3 △1,083 ― △1,361 ― △5,197 ―
23年3月期第2四半期 3,250 △37.4 △5,504 ― △5,937 ― △14,602 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △5,507百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △15,079百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △10.94 ―
23年3月期第2四半期 △47.59 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 34,306 △12,254 △55.4
23年3月期 39,566 △6,248 △34.1
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  △19,009百万円 23年3月期  △13,509百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
 当社は、株式会社整理回収機構を始めとする借入先等との契約条件変更等の協議を行っており、かかる協議の動向が当社の連結業績に与える影響は
流動的であることから、連結業績予想については公表を見送っているため、確定次第速やかにお知らせいたします。 



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 当社は、平成22年8月25日付で、ネオラインホールディングス株式会社に対して第三者割当増資により普通株式235,294,200株を発行しておりま
す。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、添付資料4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 481,188,550 株 23年3月期 481,188,550 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 6,290,526 株 23年3月期 6,290,526 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 474,898,024 株 23年3月期2Q 306,830,833 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による供給面の制約が和らぐ中で企
業の設備投資や個人消費は持ち直しの傾向にあるものの、海外経済の減速や円高の影響などにより、景
気の先行きは不透明な状況にあります。また、所得環境・雇用情勢についても依然として厳しい状態が
続いております。 
このような状況のもと、当社は、前連結会計年度末において13,509百万円の債務超過となり、㈱東京

証券取引所より、当社普通株式を市場第一部から第二部へ指定替えする旨及び上場廃止基準にかかる猶
予期間銘柄（債務超過）とする旨の通知を受け、当社普通株式について平成23年８月１日をもって市場
第二部への指定替えが行われました。 
当第２四半期連結累計期間における営業収益は、中古自動車の輸出販売業務を行う連結子会社におい

て商品売上高1,095百万円を計上したものの、営業貸付金残高の減少に伴い営業貸付金利息が減少した
ことなどにより、前年同期比693百万円（21.3％）減少の2,557百万円となりました。営業損失は、貸倒
関連費用等の販売費及び一般管理費を計上したことなどにより、1,083百万円（前年同期は5,504百万円
の営業損失）となりました。経常損失は、為替差益206百万円を営業外収益として計上したものの、支
払利息598百万円を営業外費用として計上したことなどにより、1,361百万円（前年同期は5,937百万円
の経常損失）となりました。四半期純損失は、投資有価証券評価損2,665百万円及び先渡契約損失1,171
百万円を計上したことなどから、5,197百万円（前年同期は14,602百万円の四半期純損失）となりまし
た。 
  
 各セグメントにおける業績は以下のとおりであります。 
  

① 総合金融サービス事業 
総合金融サービス事業につきましては、みなし貸金業者として、当社が締結した貸付契約に基づ

く取引を結了する目的の範囲内において貸金業務を行っており、貸付債権の回収額の最大化に取り
組んでおります。 
この結果、営業収益は前年同期比322百万円（25.1％）減少の960百万円、セグメント損失は

1,115百万円（前年同期は1,161百万円のセグメント損失）となりました。 
  

② 投資銀行・海外貿易事業 
投資銀行・海外貿易事業につきましては、これまで培ってきたノウハウを活用し、Ｍ＆Ａ、投融

資のアドバイザリー業務及び投資事業組合の運営業務を中心とする投資銀行事業、中堅中小企業の
国際商流に関連する仕入・販売先の新規開拓及び交渉代行等の様々なニーズに対応する貿易サポー
ト業務及び国内外の中堅中小企業の国外進出に関するコンサルティング業務並びに中古自動車の輸
出販売業務を中心とする海外貿易事業を展開しております。 
この結果、営業収益は前年同期比214百万円（15.5％）減少の1,169百万円、セグメント損失は

181百万円（前年同期は66百万円のセグメント利益）となりました。 
  

③ 不動産事業 
不動産事業につきましては、保有資産の販売促進と投資効率の向上に努めました。 
この結果、営業収益は前年同期比39百万円（10.1％）増加の427百万円、セグメント利益は24百

万円（前年同期は4,114百万円のセグメント損失）となりました。 
  

④ その他 
その他の事業における営業収益は前年同期比195百万円（100.0％）減少の０百万円、セグメント

損失は２百万円（前年同期は11百万円のセグメント損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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① 資産、負債及び純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、営業貸付金が1,959百万

円、投資有価証券が2,584百万円、破産更生債権等が1,208百万円それぞれ減少したことなどによ
り、5,260百万円（13.3％）減少の34,306百万円となりました。 
負債につきましては、先渡契約にかかる負債1,171百万円を固定負債に計上したことなどによ

り、前連結会計年度末に比べ744百万円（1.6％）増加の46,560百万円となりました。 
純資産につきましては、四半期純損失の計上により利益剰余金が5,197百万円減少したことなど

により、12,254百万円のマイナス（前連結会計年度末は6,248百万円のマイナス）となりました。 
  

② キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ348百万円増加し2,852百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次の
とおりであります。 

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,525百万円の増加
（前年同期は872百万円の増加）となりました。 
これは、主に税金等調整前四半期純損失が5,196百万円（前年同期は14,525百万円の税金等調整

前四半期純損失）となったものの、貸倒償却額が1,565百万円（前年同期は2,209百万円）、投資有
価証券評価損が2,665百万円（前年同期は2,110百万円）、先渡契約損失が1,171百万円、営業貸付
金の純減少による資金の増加が1,713百万円（前年同期は4,055百万円の資金の増加）となったこと
などによるものであります。 

  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、304百万円の減少
（前年同期は1,942百万円の増加）となりました。 
これは、主に投資有価証券の取得及び売却による資金の純減少が489百万円（前年同期は1,688百

万円の資金の純増加）となったことなどによるものであります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、872百万円の減少

（前年同期は4,052百万円の減少）となりました。 
これは、主に有利子負債の純減少による資金の減少が429百万円（前年同期は9,019百万円の資金

の減少）、少数株主への払い戻しによる支出が498百万円（前年同期は843百万円）となったことな
どによるものであります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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当社は、株式会社整理回収機構を始めとする借入先等との契約条件変更等の協議を行っており、かか
る協議の動向が当社の連結業績に与える影響は流動的であることから、連結業績予想については公表を
見送っているため、確定次第速やかにお知らせいたします。 
なお、当社グループの経営成績、株価及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下の

ようなものがあります。また、かかる将来に関する事項は、本決算短信提出日現在において当社グルー
プが判断したものであります。 
 ただし、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではなく、将来の出来事から発生する
重要かつ予測不能な影響等によって、新たなリスクや不確実な要素が発生する可能性があります。 
 

 ① 経営環境上の要因によるリスク 
   (a) 経済環境の悪化 
    (b) 業界全般及び当社グループに対するネガティブな報道、不祥事の影響 
  
 ② 法的規制の要因によるリスク 
   (a) ローン事業に関する規制 
     ⅰ) 貸付金利の規制 
    ⅱ) 過剰貸付に関する規制 
       ⅲ) 業務に関する規制 
  (b) 海外・貿易サポート事業に関する規制 
  (c) 投資銀行事業に関する規制 
  (d) その他の規制等  
  
③ 事業上のリスク 

   (a) 資金調達及び調達金利 
    (b) 利息返還請求 
  (c) アウトソーシングに関するリスク 
  (d) 投資銀行関連業務に関するリスク 
  (e) 株式市況及び有価証券の流動性 
  (f) 不動産市況及び流通性 
  (g) 債権譲渡に関するリスク 
    (h) 資本・業務提携に関するリスク 
  (i) 当社株式の指定替え及び上場廃止に関するリスク 
  (j) 当社グループの借入先による貸付債権等の譲渡に関するリスク 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

当社グループは、平成20年３月期以降継続して重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、
前連結会計年度においては、主要借入先であった日本振興銀行㈱の経営破綻に伴う損失計上等により債
務超過となりました。また、借入先との協議で得られる期限延長等の期間は短期的なものであり、期限
の都度、借入先と協議を行わなければならない状況にありました。 
当第２四半期連結累計期間においても、営業損失1,083百万円、経常損失1,361百万円及び四半期純損

失5,197百万円を計上し、当第２四半期連結会計期間末の自己資本は19,009百万円の債務超過となって
おります。 
また、当社は日本振興銀行㈱との間で存在する債権債務について対当額で相殺する旨を同行に通知い

たしましたが、同行からは相殺の一部に異議を述べ期限の利益を喪失していること等を主張する通知書
を受領しております。その後、日本振興銀行㈱からの借入金は、平成23年10月26日付で譲渡された有価
証券譲渡債務を含め、㈱整理回収機構に譲渡されております。これらの借入金を含め、当社グループに
は当第２四半期連結会計期間末において32,351百万円の有利子負債があり、このうち23,340百万円は既
に支払期限が経過し債務不履行が生じており、残りの有利子負債についても8,901百万円の返済期限は
１年内に到来いたします。当社グループは、当該状況を解消すべく㈱整理回収機構を始めとする借入先
等と契約条件変更等の協議を行っておりますが、これら借入先等との今後の協議如何によっては、当社
グループの資金繰りが著しく悪化する可能性があります。 
当該状況により、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるよう

な状況が存在しております。 
当社グループは、借入先との協議、貸付債権の回収強化及び安定した収益基盤の確立などの対応策を

実行していくことにより、当該状況の解消を図ってまいります。なお、詳細については、11ページの
「継続企業の前提に関する注記」をご覧ください。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,603 2,902

営業貸付金 12,186 10,226

求償債権 4,146 3,672

販売用不動産 9,806 9,839

その他 1,234 963

貸倒引当金 △3,574 △3,367

流動資産合計 26,404 24,236

固定資産

有形固定資産 26 50

無形固定資産 3 3

投資その他の資産

長期貸付金 7,938 7,932

破産更生債権等 36,803 35,594

その他 6,045 3,442

貸倒引当金 △37,672 △36,963

投資その他の資産合計 13,115 10,006

固定資産合計 13,145 10,060

繰延資産 16 9

資産合計 39,566 34,306
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 17,491 17,183

1年内償還予定の社債 － 2,433

1年内返済予定の長期借入金 4,064 5,424

有価証券譲渡見合債務 7,200 7,200

未払法人税等 1,294 1,366

債務保証損失引当金 889 1,282

その他の引当金 6 1

その他 911 1,317

流動負債合計 31,857 36,209

固定負債

社債 2,640 －

長期借入金 1,592 110

債務保証損失引当金 273 －

利息返還損失引当金 9,191 8,857

その他 259 1,383

固定負債合計 13,957 10,350

負債合計 45,815 46,560

純資産の部

株主資本

資本金 28,289 28,289

資本剰余金 32,180 32,180

利益剰余金 △70,150 △75,347

自己株式 △3,893 △3,893

株主資本合計 △13,573 △18,771

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7 △264

繰延ヘッジ損益 82 48

為替換算調整勘定 △24 △22

その他の包括利益累計額合計 64 △238

少数株主持分 7,260 6,755

純資産合計 △6,248 △12,254

負債純資産合計 39,566 34,306
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業収益 3,250 2,557

営業費用 6,117 1,671

営業総利益又は営業総損失（△） △2,867 885

販売費及び一般管理費 2,636 1,968

営業損失（△） △5,504 △1,083

営業外収益

為替差益 320 206

その他 215 159

営業外収益合計 535 365

営業外費用

支払利息 740 598

その他 228 44

営業外費用合計 968 642

経常損失（△） △5,937 △1,361

特別利益

投資有価証券売却益 513 13

関係会社出資金売却益 － 4

その他 346 2

特別利益合計 859 19

特別損失

投資有価証券評価損 2,110 2,665

先渡契約損失 － 1,171

その他 7,337 17

特別損失合計 9,447 3,854

税金等調整前四半期純損失（△） △14,525 △5,196

法人税、住民税及び事業税 77 7

法人税等合計 77 7

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △14,602 △5,204

少数株主損失（△） △0 △6

四半期純損失（△） △14,602 △5,197
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △14,602 △5,204

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △446 △269

繰延ヘッジ損益 △36 △33

為替換算調整勘定 △5 2

持分法適用会社に対する持分相当額 13 △2

その他の包括利益合計 △476 △303

四半期包括利益 △15,079 △5,507

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △15,078 △5,500

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △6
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △14,525 △5,196

減価償却費 10 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,860 △916

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △1,526 △334

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △669 119

その他の引当金の増減額（△は減少） △42 △7

受取利息及び受取配当金 △159 △55

支払利息 1,607 1,098

投資有価証券売却損益（△は益） △368 △2

投資有価証券評価損益（△は益） 2,110 2,665

先渡契約損失 － 1,171

販売用不動産評価損 4,053 2

貸倒償却額 2,209 1,565

その他 △1,511 239

小計 △1,951 354

利息及び配当金の受取額 161 56

利息の支払額 △1,245 △646

法人税等の還付額 27 67

小計 △3,008 △168

営業貸付金の増減額（△は増加） 4,055 1,713

販売用不動産の増減額（△は増加） △174 △18

営業活動によるキャッシュ・フロー 872 1,525

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100 △50

定期預金の払戻による収入 310 100

有形固定資産の取得による支出 △0 △25

投資有価証券の取得による支出 △2,543 △633

投資有価証券の売却による収入 4,231 144

その他 45 160

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,942 △304

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 8,330 233

短期借入金の返済による支出 △12,802 △540

長期借入れによる収入 2,120 －

長期借入金の返済による支出 △6,664 △121

株式の発行による収入 3,982 －

少数株主への払戻による支出 △843 △498

その他 1,826 55

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,052 △872

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,244 348

現金及び現金同等物の期首残高 3,935 2,503

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 3 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,694 2,852
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当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

当社グループは、平成20年３月期以降継続して重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上

し、前連結会計年度においては、主要借入先であった日本振興銀行㈱の経営破綻に伴う損失計上等に

より債務超過となりました。また、借入先との協議で得られる期限延長等の期間は短期的なものであ

り、期限の都度、借入先と協議を行わなければならない状況にありました。 

当第２四半期連結累計期間においても、営業損失1,083百万円、経常損失1,361百万円及び四半期純

損失5,197百万円を計上し、当第２四半期連結会計期間末の自己資本は19,009百万円の債務超過とな

っております。 

また、当社は日本振興銀行㈱との間で存在する債権債務について対当額で相殺する旨を同行に通知

いたしましたが、同行からは相殺の一部に異議を述べ期限の利益を喪失していること等を主張する通

知書を受領しております。その後、日本振興銀行㈱からの借入金は、平成23年10月26日付で譲渡され

た有価証券譲渡債務を含め、㈱整理回収機構に譲渡されております。これらの借入金を含め、当社グ

ループには当第２四半期連結会計期間末において32,351百万円の有利子負債があり、このうち23,340

百万円は既に支払期限が経過し債務不履行が生じており、残りの有利子負債についても8,901百万円

の返済期限は１年内に到来いたします。当社グループは、当該状況を解消すべく㈱整理回収機構を始

めとする借入先等と契約条件変更等の協議を行っておりますが、これら借入先等との今後の協議如何

によっては、当社グループの資金繰りが著しく悪化する可能性があります。 

当該状況により、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しております。当社グループは、以下に記載した対応策を実行していくことにより、

当該状況の解消を図ってまいります。 

１ 借入先との協議  

当社グループの主要借入先である㈱整理回収機構とは、引き続き契約条件変更等の合意を目指し

協議を行ってまいります。また、中小企業保証機構㈱を始めとする他の借入先に対しても契約条件

変更等の要請を行ってまいります。 

２ 貸付債権の回収強化 

当社は、前連結会計年度において貸金業を廃止し、みなし貸金業者として、当社が締結した貸付

契約に基づく取引を結了する目的の範囲内において貸金業務を行っております。今後は、貸付債権

の管理回収業務に人材等の経営資源を集中的に配分し、貸付債権の回収額の最大化に取り組んでま

いります。 

３ 安定した収益基盤の確立 

当社グループは、これまで培ってきたノウハウを活用し展開している投資銀行事業については、

Ｍ＆Ａ、投融資のアドバイザリー業務、投資事業組合の運営業務等によるフィービジネスに取り組

んでおります。また、海外貿易事業については、中堅中小企業の国際商流に関連するファクタリン

グ、仕入・販売先の新規開拓及び交渉代行等の様々なニーズに対応する貿易サポート業務並びに国

内外の中堅中小企業の国外進出に関するコンサルティング業務に取り組んでおり、安定した収益の

確保を進めてまいります。 

  

しかしながら、これらの対応策を実施しても利息返還損失や営業貸付金にかかる貸倒費用等を吸収

するだけの事業収益の確保ができるか否かは外部要因に大きく依存し、また、有利子負債の弁済につ

いては、㈱整理回収機構を始めとする借入先等と今後も継続して協議し合意を得ていくこととなるた

め、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

（４）継続企業の前提に関する注記
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第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）

を適用しております。 

  

第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。 

  

（５）追加情報

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

（連結納税制度の適用）
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【セグメント情報】  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材派遣事業等を含んでおりま

す。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△283百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他事業を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額191百万円は、セグメント間取引消去であります。 

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

該当事項はありません。  

  

（６）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

総合金融サ
ービス事業

投資銀行・
海外貿易 
事業

不動産事業 計

営業収益

外部顧客に対す
る営業収益

1,282 1,384 387 3,055 195 3,250 ─ 3,250

セグメント間の
内部営業収益又
は振替高

367 ─ 16 384 0 385 △385 ─

計 1,650 1,384 404 3,439 195 3,635 △385 3,250

セグメント利益又
は損失（△）

△1,161 66 △4,114 △5,209 △11 △5,220 △283 △5,504

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

総合金融サ
ービス事業

投資銀行・
海外貿易 
事業

不動産事業 計

営業収益

外部顧客に対す
る営業収益

960 1,169 427 2,557 0 2,557 ― 2,557

セグメント間の
内部営業収益又
は振替高

1 36 ― 38 0 38 △38 ―

計 961 1,206 427 2,595 0 2,595 △38 2,557

セグメント利益又
は損失（△）

△1,115 △181 24 △1,272 △2 △1,274 191 △1,083

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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